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平成２９年４月１４日 

 

 

議長 丹羽  勉 様 

 

                  議会運営委員会 委員長  齊木 一三 

 

 

議員定数及び議員報酬に関する検討について（中間報告） 

 

 平成２８年７月１１日付けで議長から諮問を受けましたことについて、意見交換会

を開催し住民の意見を聴取するとともに議会全員でも検討してまいりましたが、諮問

で示された答申時期を考慮し中間報告をとりまとめましたので、報告いたします。 

 

記 

１ 諮問事項 

 (1) 大口町議会議員定数について 

 (2) 大口町議会議員報酬について 

 

２ 検討経過 

平成２８年 ７月１４日 議会運営委員会 

・議員定数、議員報酬について 

平成２８年 ７月１９日 議会全員協議会 

・議員定数及び議員報酬について 

平成２８年 ８月２２日 議会運営委員会 

・議員定数、議員報酬について 

・意見交換会（議会報告会）の開催について 

平成２８年 ９月 ６日 議会運営委員会 

・意見交換会について 

平成２８年 ９月１５日 議会全員協議会 

・意見交換会について 

平成２８年１０月１４日 議会運営委員会 

・意見交換会について 

平成２８年１０月１８日 議会全員協議会 

・意見交換会について 
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平成２８年１１月 １日 議会全員協議会 

・意見交換会の最終確認について 

平成２８年１１月１２日 意見交換会 

平成２８年１１月１５日 議会全員協議会 

・意見交換会 意見の取りまとめについて 

平成２８年１１月１７日 議会運営委員会 

・意見交換会速報版について 

平成２８年１１月１７日 議会全員協議会 

・意見交換会報告書の取りまとめについて 

平成２８年１１月２２日 議会運営委員会 

・議会との意見交換会について 

平成２８年１２月 ６日 総務建設常任委員会協議会 

・意見交換会における意見・要望の取扱いについて 

平成２８年１２月 ９日 正副委員長会議 

・平成２９年度の予算について 

平成２８年１２月２７日 議会運営委員会 

・意見交換会での意見等の対応について 

平成２８年１２月２７日 議会全員協議会 

・意見交換会での意見等の対応について 

平成２８年１２月２７日 議会報告会実施報告書の提出 

平成２９年 １月１０日 町長に対し、住民の意見への対応を文書で依頼 

平成２９年 １月１９日 議会運営委員会 

・議会報告会実施要綱について 

・議会アンケートについて 

・今後のスケジュールについて 

平成２９年 １月２６日 議会全員協議会 

・議員の定数と報酬について 

平成２９年 ２月 ９日 議会運営委員会 

・議会報告会実施要綱について 

・議会アンケートについて 

平成２９年 ２月２０日 議会運営委員会 

・議会アンケートについて 

・諮問に対する中間報告について 

平成２９年 ３月２７日 議会全員協議会 

・議会報告会実施要綱について 
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平成２９年 ３月２７日 議会運営委員会 

・議会アンケートについて 

・諮問に対する中間報告について 

 

３ 検討内容 

平成２８年７月１４日 議会運営委員会 

【議員定数、議員報酬について】 

 ・議長からの諮問を受け、議員間の検討方法、地域住民等からの意見聴取の方

法を協議した。 

 ・協議の結果、議会全員協議会において今後の進め方を協議し、各議員の意

見、各会派、議会運営委員会等、議員間で検討することとした。また、議会

報告会（意見交換会）は、議員定数と議員報酬をテーマとして開催する方向

で進めることとした。 

  

平成２８年 ７月１９日 議会全員協議会 

【議員定数及び議員報酬について】 

 ・全議員が議員定数及び議員報酬に対する自分の考え方をまとめ、議会運営

委員会委員長あて提出することとした（８月１６日期限）。 

 ・議会報告会は、議員定数及び議員報酬をテーマとした意見交換会という形

で、１１月頃に開催することとした。 

  

平成２８年 ８月２２日 議会運営委員会 

【議員定数、議員報酬について】 

 ・議員定数及び議員報酬に対する全議員の考え方について、取りまとめた結

果を報告した。 

 ・議会運営委員会としては、平成２８年度、議員定数や議員報酬のみでなく、

議会改革として議論した様々な内容を、委員会としての検討結果としてま

とめることとした。 

【意見交換会（議会報告会）の開催について】 

 ・議員定数と議員報酬をテーマとすることとした。 

 ・町内２地区（２会場）で開催することとし、１班あたり７人（議長を除く。）

の２班に分かれ、司会、進行等、各班で役割分担することとした。 

 ・住民に対し、町広報１１月号の折込みチラシ、町議会だよりの紙面、行政無

線等により、開催を周知することとした。 
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平成２８年 ９月 ６日 議会運営委員会 

【意見交換会について】 

 ・開催期日を１１月１２日（土）とし、午後２時から豊田学習等共同利用施

設、午後６時から下小口学習等共同利用施設で開催することとし、時間配

分としては全体で１時間半程度とした。 

 ・司会等の役割分担は議員全員に諮った上で、各班で決定することとした。 

 ・開催名称を「議会との意見交換会」とした。 

 ・アンケートは、平成２７年度の議会報告会で使用したものをもとに作成す

ることとした。 

 ・意見交換会の開催結果を住民に周知するため、速報版を町広報１月号に折

り込むこととした。 

 

平成２８年 ９月１５日 議会全員協議会 

【意見交換会について】 

 ・意見交換会の開催日時、場所等、９月６日の議会運営委員会で決定した事項

を報告した。 

 ・資料として、町広報１１月号に折り込むチラシ案、アンケート用紙案を配布

した。 

 ・各班に分かれ、司会等の役割分担を決定した。今後、各担当の打合せを行

い、開催に向けた準備に入ることとした。 

 

平成２８年１０月１４日 議会運営委員会 

【意見交換会について】 

 ・意見交換会開催に向けた準備の進捗状況の報告、最終調整を行った。 

 ・当日配布する資料、使用する器材、アンケートの回収方法、ポスターの掲示

場所等について検討、決定した。 

 ・議会広報常任委員会にて編集作業中の議会だよりの原稿（現在の議員定数

と議員報酬に関する記事）を報告した。 

 ・議長の諮問に対する答申に向け、意見交換会終了後に検討する事項、今後の

タイムスケジュールの必要性等について意見交換を行った。 

 

平成２８年１０月１８日 議会全員協議会 

【意見交換会について】 

 ・１０月１４日の議会運営委員会で協議した事項を報告した。 
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 ・１１月１日に議会全員協議会を開催し、最終的な調整をすることとした。 

 ・１１月１５日に議会全員協議会を開催し、開催結果をまとめることとした。 

 

平成２８年１１月 １日 議会全員協議会 

【意見交換会の最終確認について】 

 ・意見交換会の会場準備、進行、説明事項、質疑応答等について、最終確認を

行った。 

 

平成２８年１１月１２日 意見交換会 

【豊田学習等共同利用施設】 

・時 間 午後２時００分～午後３時０８分 

・参加者 １０人（男９人、女１人） 

【下小口学習等共同利用施設】 

・時 間 午後６時００分～午後７時２５分 

・参加者 １６人（男１５人、女１人） 

 

平成２８年１１月１５日 議会全員協議会 

【意見交換会 意見の取りまとめについて】 

・記録担当者がまとめた報告書をもとに、意見交換会で住民から出された意

見の内容確認、議会として取り上げるべき課題、町に報告すべき課題等に

ついて、２班に分かれて協議を行った。 

・住民から出された意見、それに対する議会としての対応を協議し、報告書

として整理することとした。 

 

平成２８年１１月１７日 議会運営委員会 

【意見交換会速報版について】 

 ・議会広報常任委員会にて作成した速報版（案）を報告、町広報１月号に織り

込むことを確認した。 

 

平成２８年１１月１７日 議会全員協議会 

【意見交換会報告書の取りまとめについて】 

 ・意見交換会での住民からの意見のうち、議会での検討が必要とした４件に

ついて、その内容から、総務建設常任委員会にて対応することを決定した。 

 ・総務建設常任委員会は対応を協議、決定し、その結果を議会運営委員会に報
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告することとした。 

 

平成２８年１１月２２日 議会運営委員会 

【議会との意見交換会について】 

 ・意見交換会での住民からの意見の取扱いについて協議を行った。 

 ・今回を機に、報告書としてのまとめ方を検討し、議会報告会を毎年開催する

にあたり、統一した様式を作成することとした。 

 ・議会報告会は、引き続き議会運営員会が担うのか、あるいは、別の組織が担

うのか、実施要綱を定めるのか、住民アンケートを実施するのかといった

意見が出され、引き続き検討することとした。 

 ・議員定数と議員報酬について、議員間での議論を深めることとした。 

 

平成２８年１２月 ６日 総務建設常任委員会協議会 

【意見交換会における意見・要望の取扱いについて】 

 ・意見交換会での住民からの意見のうち、議会での検討が必要とした４件に

ついて、その対応を協議、決定した。 

 

平成２８年１２月 ９日 正副委員長会議 

【平成２９年度の予算について】 

 ・議会アンケートの実施に向け、議会運営委員会において、アンケート項目の

内容を詰めていく。 

 

平成２８年１２月２７日 議会運営委員会 

【意見交換会での意見等の対応について】 

 ・１１月２２日開催の議会運営委員会において決定した、報告書、意見・提言

の取扱いに基づき、意見交換会の報告書としてまとめたものを報告した。 

 ・今後のスケジュールとして、議会報告会の実施にあたっての組織編成、実施

要綱、住民アンケートの実施に向けたアンケート項目の内容、議長の諮問

に対する今年度分の取組み状況の報告について、３月末までを目途に進め

ることとした。 

 ・議会だより（平成２９年１月２７日発行）の意見交換会の特集記事（案）を

報告した。今後、議会広報常任委員会にて校正を重ね、完成させる。 
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平成２８年１２月２７日 議会全員協議会 

【意見交換会での意見等の対応について】 

 ・議会全員協議会に先立って開催された議会運営委員会において決定された

内容を報告した。 

 

平成２８年１２月２７日 議会報告会実施報告書の提出 

・議会運営委員会委員長から議長あて、「議会報告会実施報告書」を提出した。 

 

平成２９年 １月１０日 町長に対し、住民の意見への対応を文書で依頼 

・議長から町長あて、「議会との意見交換会で住民からいただいた意見等への

対応について（依頼）」を文書により提出した。 

 

平成２９年 １月１９日 議会運営委員会 

【議会報告会実施要綱について】 

 ・実施要綱素案により、組織のイメージ、議会報告会プロジェクトの設置、副

議長をリーダーとしたプロジェクト構成員、各種様式等について検討した。 

【議会アンケートについて】 

 ・平成２９年度の実施に向け、３月末までにアンケート項目の内容を詰めて

いくことを確認した。他自治体議会が実施したアンケートを参考に検討す

ることとした。 

【今後のスケジュールについて】 

 ・１月２６日開催の議会全員協議会において、意見交換会の感想、住民から出

された意見、議員定数と議員報酬の考え方について、議員全員で協議する

こととした。 

 

平成２９年 １月２６日 議会全員協議会 

【議員の定数と報酬について】 

 ・議員定数と議員報酬についてどう考えているか、各議員が意見を出し合っ

た。議会として結論を出すには時間を要するため、引き続き、議論を重ねて

いくこととした。 

 

平成２９年 ２月 ９日 議会運営委員会 

【議会報告会実施要綱について】 

 ・平成２８年度「はじめての議会報告会」、平成２９年度「議会との意見交換
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会」を実施する中で検討・決定してきた内容、町独自の考え方を加味した実

施要綱案について、１条ずつ、内容を検討し、最終案として取りまとめた。 

【議会アンケートについて】 

 ・他自治体が実施したアンケートから、各委員が必要と考える項目を選択し、

それらを取りまとめた上で素案を作成することとした。 

 

平成２９年 ２月２０日 議会運営委員会 

【議会アンケートについて】 

 ・他自治体が実施したアンケートの項目、委員が素案として作成した項目か

ら個人情報、議会、議員、定数・報酬、広報の区分で２０項目を選択した。

次回の議会運営委員会で引き続き内容を詰めることとした。 

【諮問に対する中間報告について】 

 ・議員定数及び議員報酬については平成２９年度も協議を継続するため、平

成２８年度における検討状況を中間報告としてまとめることとした。 

・中間報告の内容は、「検討経過」、「検討結果」、「今後の対応」とし、議会運

営委員会から議長に対し、４月までに提出することとした。 

 ・正副委員長で素案を作成し、次回の議会運営委員会で協議することとした。 

 

平成２９年 ３月２７日 議会全員協議会 

【議会報告会実施要綱について】 

 ・平成２９年３月２９日付けで告示し、平成２９年４月１日施行とする旨を

報告した。 

平成２９年 ３月２７日 議会運営委員会 

【議会アンケートについて】 

 ・委員の意見を踏まえて選択したアンケート項目、アンケートのお願い（案）

を示し、委員間の最終協議をした。 

【諮問に対する中間報告について】 

 ・正副委員長による中間報告の素案を示し、協議をした。 

 

４ 今後の対応 

  これまでの検討経過を振り返ると、会議では、意見交換会に関する協議に多くの

時間を割いてきたことは事実であるが、その中にあっても、随時、議員間で議員定

数や議員報酬に関する意見交換を行ってきた。このことにより、当委員会としては、

議会が今後何をすべきかが見えてきたので、それは検討の成果ではないかと考えて

いる。 
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  このため、当委員会としては、今後、主として次の三点について具体的に取り組

んでいくこととする。 

第一に「議会報告会の開催」である。「議員定数と議員報酬」をテーマとして開催

した住民との意見交換会では、議会に対し、厳しい意見があった一方で、議員活動

のあり方や地域と議員の関係について、貴重な意見を聴取することができた。 

また、議会報告会の運営を議会運営委員会が担ってきたが、「議会報告会実施要

綱」を策定することができたので、次回以降は、議会報告会プロジェクトが担って

いくという開催体制を整えることができた。今後は、できるだけ多くの世代が参加

できるようなテーマも検討し、開催していく。 

  第二に、「議会アンケートの実施」である。アンケートは、幅広い世代の意見を聴

く手段の一つであることから、平成２９年度の前半には実施できるよう、現在、当

委員会において準備を進めているところである。アンケート内容は、今後の議会活

動の参考とするため、議員定数や議員報酬だけでなく、議会全般に関する項目を設

定する。 

  第三に、「議員間での議論を尽くすこと」である。これは、議長の諮問に対する当

委員会の答申に繋がっていくものとなるもので、最も重要な事項である。住民の意

見を真摯に受け止め、議会活動や議員活動をできる限り客観的なデータにより分析

し、議員一人ひとりが冷静に自らの考えをまとめ、互いに議論を尽くし、議会とし

ての結論を導き出していく。 

  この３点の取組み結果によっては、議員定数や議員報酬に関する現行の規定の改

正が必要となり、行政経営審議会での審議、住民への一定の周知期間等を考慮する

と、平成２９年１２月議会定例会の１月前までに答申をするものとする。 

以上のことを踏まえ、当委員会では、諮問で示された議員定数と議員報酬に関す

る検討事項について、引き続き、答申に向けた協議を重ねていくこととする。 
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諮問書 「４検討の内容」 

(1) 議員定数について 

   議員定数は削減すればよいというものでも、多ければよいというものでもな

く、いろいろな要件の中でバランスのとれた定数であることが期待されると思

います。 

 ア 会議体としての議会の能率的な運営ができる定数であること。 

 イ 多数の住民が推す優れた人材が選出される定数であること。 

 ウ 町の組織体として、すなわち職員との調和が保たれる定数であること。 

 エ 民意が反映できる定数であること。 

 オ 議会の権能を発揮できる組織体であること。 

   ・議事機関としての権能―議論のできる定数であること。 

   ・立法機関としての権能―専門的な機能が発揮できる定数であること。 

   ・監視機関としての権能―チェック機関として適正である定数であること。 

(2) 議員報酬について 

 ア 子育て世代が政治参加できる環境であること。 

 イ 常勤ではないものの、それに近い活動をせざるを得ないこと。 

 ウ 町民に理解されること。 

 エ 議員としての道が開けること。 

 オ 公選職とのバランスがとれていること。 
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